
本日のプログラム

④

次 回 の プ ロ グ ラ ム
2017年 3月23日(木) 12:30～

本 日 の プ ロ グ ラ ム
2017年 3月16日(木) 18:00～

３３
第２８１６回例会記録
司会：日野 邦彦 ＳＡＡ
遠軽ロータリークラブ通常例会
日時：2017年 3月 9日(木)12:30～
場所：ホテルサンシャイン ２Ｆ

★開 会 点 鐘 ：黒坂 貴行 会長
★国 歌 ：―
★Ｒ ソ ン グ ：我等の生業
★四つのテスト：―

(1) 2017(平成29)年 3月16日発行 ＜水と衛生月間＞
ENGARU ROTARY CLUB, AREA 4, RID2500
遠軽ロータリークラブ
国際ロータリー 第２５００地区 第４分区

2016～2017
Weekly Report№

黒坂貴行会長 ターゲット：地域のあしたのために、行動しよう！

ＲＩテーマ

４．3月11日(土)17:30よりローターリー情報委員
会による「３年未満会員とのオリエンテ－ショ
ン」が開催されます。

本日のプログラム ゲスト卓話
海野 功 プログラム委員長④

本日のゲスト卓話には陸上自衛隊第25普通科
連隊長兼遠軽駐屯地司令、一等陸佐、瀬田晃一郎
様をお迎えしております。プロフィールにつきま
しては配布の資料をご覧下さい。

瀬田連隊長は若くして一等陸佐に昇進され、将
来を嘱望されている方です。 【卓話は2面】

【名前の後ろの〇数字は写真とその中の番号】

2016 -17

◇本日のゲスト
陸上自衛隊第25普通科連隊長兼遠軽
駐屯地司令 一等陸佐 瀬田 晃一郎 様①

他、随行の自衛官 5名 様

会長報告 黒坂 貴行 会長②
今日のプログラムは、瀬田連隊長をお迎えして

のゲスト卓話です。よろしくお願いいたします。
今月は「水と衛生月間」です。世界一の水と食

の安全を誇る日本ではピンときませんが、まだま
だ、飲み水を十分に手に出来ない地域も存在しま
す。ロータリーでは毎年のように、その様な地域
において、飲料水を供給する活動をしています。

また、2500地区のVTT委員会の報告では、タ
イよりVTTチームを受け入れて、昨年10月に水と
ゴミ処理について研修会を行っています。水銀を
リサイクルする日本で唯一の留辺蘂のイトムカ鉱
業所の視察から始まり、旭川でのゴミの廃棄物処
理、リサイクル施設、再資源化の仕組み、水の浄
化システムと下水処理システムなどを視察してい
ます。タイでの環境の違いを痛感したそうです
が、彼らの今後の取り組みに期待したいものです。

ゴミについては、わが町においても新しい清掃
センターができ、分別も多少楽になりそうです
が、リサイクル、再資源化の取り組みは変わりま
せんので、協力をお願いいたします。

幹事報告 遠藤 利秀 幹事③
１．遠軽高等学校より卒業証書授与式終了につい

て礼状が届いています。

２．旭川西ロータリークラブより創立60周年記
念式典・祝賀会の案内が届いています。
日時：4月16日(日)
会場：旭川グランドホテル

３．ガバナー事務所より、｢日本のロータリー
100周年委員会協力金｣一会員100円の負担金を
次年度は徴収しない、との通知が来ています。

夜 間 例 会

ゲ ス ト 卓 話
北洋銀行遠軽支店長 牧田 知也 様
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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2016-2017年度 国際ロータリー
会長：ジョン Ｆ・ジャーム
第2500地区ガバナー 駒形曙美(北見ＲＣ)
第4分区ガバナー補佐 飯田弘明(紋別ＲＣ)
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2016～2017年度

3月 2日 38 34 27 79.4%
3月 9日 38 34 28 82.4%

竹内 徳治
出席委員長⑥

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

そもそも陸自は階級社会なので、人事などを通
じてモチベーションを向上させて人材を育成して
います。

旧海軍の山本五十六さんの名言ですが、最初の
部分については「やってみせ、言って聞かせて、
させてみて、褒めてやらねば、人は動かない」。
続いて「話し合い、耳を傾け、承認し、任せてや
らねば人は育たず」、最後に「やっている姿を、
感謝で見守って、信頼せねば、人は実らず」。

私も遠軽に来て痛感するんですが、人材育成は
組織のトップ、その責任者が一番動かないと部下
はなかなか動いてくれるものではありません。私
も日々自戒とか、反省したりしてやっています。

最後になりますが、ロータリークラブが本当に
この例会もですが、盛会に活動されているところ
を初めて見させていただいて、引き続き、遠軽の
ために、日本のためにしっかりと人を育てて、こ
の地域の活性化を含めてやっていきたいと思って
います。

ニコニコ
ＢＯＸ 佐久間 英昭 親睦活動委員長⑤

棚橋 忠会員 結婚記念日 5,000円
河原英男会員 結婚記念日 5,000円
前田篤秀会員 結婚記念日 5,000円
渡辺 勉会員 結婚記念日 5,000円

2016-17年度 合計396,400円
☆閉 会 点 鐘：黒坂 貴行 会長
☆今月会報担当：東海林 勉 会員

2016-17_33rd_03

陸上自衛隊第25普通科連隊
連隊長兼遠軽駐屯地司令

瀬田 晃一郎 一等陸佐①

赴任して約一年になります。遠軽町と地域の
方々と協力しつつ部隊を錬成しています。

今日は、人を育てるということは企業の方々
も組織の中で共通する部分であるだろうという
ことで陸上自衛隊（以下、陸自）で行っている
人材育成＝「人を育てる」ことについてお話しし
ます。何か一つでもそれぞれの組織に活用して
いただける部分があれば幸いと思います。

私は陸上幕僚監部教育訓練部教育訓練計画課で
陸自の学校教育、訓練を如何に行うべきかという
制度作りを仕事にしていました。その経験を踏ま
えてお話ししたいと思います。

教育には昔から軍としても、今、陸自になって
からも非常に教育に関しては力を入れています。
その中で人材育成は、しっかり教育を受けた後に
実施させてみて、能力を向上させるというやり方
で行っています。

今、人材育成はそれぞれの組織で喫緊の課題で
あろうと思います。われわれも試行錯誤している
段階ですが、特に人手不足の時には、一人の力は
非常に貴重なものです。

人材育成の導入部分ですが、ご存じだと思いま
すが四つの種類があると言われています。

通常で言う「人『材』」、あるだけの「人
『在』」、より良い言い方の「人『財』」、罪と
なる「人『罪』」。

我々としては成長が期待できる人を作っていか
なければならないので、右図のように、高校など
を卒業後、新隊員教育を3ヶ月ぐらいと、次の課
程に進むために教育を受ける一連の教育を「基本
教育」と呼んでいます。ここでベースとなる必要
最低限の教育を受けることになります。

そして、教わったことをしっかり実施に移し
て、練度を向上していく。そこで育った人間が更
に次の上位階級のところで訓練をして階級的に、
段階的に経験を積ませて育てていきます。


